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般講演要旨

ウニ 胚細胞漿集因子か ら分離 され た Ca 結合蛋白

鈴 木高志、土肥　武，栗原英夫 ，筏井 さ つ き， 利根川泰遠 （埼玉 大，理 ．生体制御）

Ca−binding　protein 　iso］ated 　from 　the　aggregation 　factor　complex 　of　sea 　urchin 　embrvo
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　ウ ニ 胚細胞凝集因子は・分子量 1∞ 万を こ え る糖蛋白複合体 で あ る が，EDTA で 処理 す る と．プ ロ テ 才 グ IJ

カ ソ と糖蛋白 と に 分離す る 。 プ ロ テ オ グ リ カ γ は 凝集阻止活性を 示す が，凝集活性 は い ずれ の 分画 か らも失わ

れ る・とこ ろ が凝集因子を直接 DEAE セ ル ロ ース で 分画す る と，　O．5M 　NaCl で 細胞凝集活性 を も つ 蛋 白が

溶 出された ・ こ の 蛋白お よび プ ・ テ オ グ リカ ソ に つ い て ，　 ・・c・ と の 結合を調 べ た と こ ろ．前者に の 構 合が
み られ．凝集 因 子 の Ca と の 結 合 部分で あ る と考 え られ る 。 分子量 10万程度で糖を含 み ，等電点 3 以下の 非常
に 酸性 の 蛋 白 で あ る 。 酸性 ア ミ ノ 酸約25％，Ser ，　Thr 約25弩 ， 辣水性 ア ミ ノ 酸約40％ か らな り．ブ P 」K　p ソ

ビ ン な ど Ca 結合蛋白に
一
般に 存在す る r

一
力 ル ボ キ シ ・げ ル タ ミ ン 酸を0．5％含ん で い る 。

ニ ジ マ ス 胚 に お け る ホ ス ビチ ン 利用の ATP 生成

富士量行男 （帝京大 ・医 ・薬理），安増郁夫 （早大 ・教 育
・
生物 ）

Phesvitin　consuming 　ATP 　production　in　rainbow 　trout 　embryo

YuK 工o 　 FuJIND，　IKUo 　YASUMASu

　先 に ウ ニ 胚 ホ モ ジ ネ イ トの 10
，000g沈澱で 見い 出 した 第

一
次 間充織胞胚期に 高い 活性を示す．逆反応 も触媒

す る ホ ス ビ チ ン キ ；” 　一ゼ の 役割は ・栄鮒 蔵傾 で あ る・zz ビ チ ソ の 高エ ネ ル ギー
リ ソ 酸結合利用 の ATP 生

成 に あ る と考えた 。 そ こ で．ホ ス ビ チ ン を多量 に 含む の で こ の 酵素 の 寄与 が 大きい と予 想 され る ＝ ジ マ ス 胚 を
用 い て ・こ の こ とを 調 べ た・ホ モ ジ ネ イ トで は ADP を 加 え て イ ン キ ＝ベ イ トす る と ATP お よび AMP が

生成 され・ATP 生 成 量 の 方が 約 1・3倍多か っ た ・ しか し・ 1・・… 9 上 清洞 沈澱か ら N ・CI で 抽出 さ2。t＝分
画澗 残査に 分け る と洛 頒 か らは ア デ ニ ・ イ トキ ナ ーt’

・ 活性 は 検 出さ れ t・hl，祁 ビ チ ソ キ ナ ーゼ の 逆
反応 に よ る ATP 生成は 見 い 出せ な か っ た。魚類 の 胚 は 無酸素状態 で も正常に 近 く発生す る こ とが 知 られ て お

り，こ の よ うな ATP 生 成機構が 存在す る こ とは充分に 有 り得 る と考え られ る の で，再 検討 した い
。

メ ダ力卵形成 と卵膜穂タ ンパク質抗体
一
反応物質

浜崎辰夫 （ヒ智大
・
生命研），井内

一
郎 （東大 ・理 ・動物 ）．山 上 健次郎 （上 智大 ・生命研）

Ch ・・i・ n 　gly ・・P ・・t・in−iike　immun 。・ea ・tive ・ub ・t・・ce （・）i… 9，n，si、 。f　m ，d。k。

TATSUO 　HAMAzAK ［，］CHIRO 　IuCHI，　KENJIRO 　YAMAGAMI

　抗 メ ダ カ 卵膜糖タ ソ パ ク 質抗体 に 対す る反応性 は 雌特異的 で あ り，卵膜 を 合 成 ・ 形成す る と考えられ て い る

卵巣以外 に も肝臓 や血 漿中に 高い 反応性 が 見 られ る （動物学雑誌， 198Z）。 産卵中 の 雌 の 各組 織に お ける高い

反応性 は ．産卵を や め た 雌 で は 徐 々 に 低下 し消失す る為 こ の 抗原物質 は 卵形成 に 関与 して い る と 考 え られ
る・ま 娩 疫電気繭 法 に よ る と・　 ggue ・・ お い て 反応 し て い る抗原物 質 は ．異 な っ 膿 度 の tiル に お い て も

共通 の 移動度 を 示 し．そ の Rm −slope か ら凡その 分子量 を求め る （Hedrick 　and 　Smith，1968） と． こ の 抗
原顯 は 産卵中 の 雌・血漿中i・見 られ た ・i・li・9・・i・ と思 われ る 物質 （MW ・ 約 42万） とは 鵬 か に 異な り

分子量 約 6万 で あ っ た 。 そ して 等電点電気泳動 に よ る と pL　4．5 を示 した s こ の 抗原物質が，卵形成に お い て

ど の 様 な 役割 を 果 し て い るか は 不 明で あ るが、卵膜形成に 関与して い る 可能性 は高い 。
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